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秋山副会長より、本総会の成立が確認された。現会員数 434 名のうち、会長への議決の委任状が 179 通あった

ため、会則第 26 条に従い議決可能となった。 
また、秋山副会長より、議長の中井会長の紹介があった。 
中井議長より、会則第 25 条に従って、本年度の事業計画および予算案の承認を求めるために総会を開催したと

の説明があった。 
 
 
１． 平成 18 年度事業報告 

 
中井議長より、平成 18 年度学会活動に関する報告があった。 
平成 18 年度事業報告への承認が得られた。 
 
 

２． 平成 18 年度収支決算報告 
 
中井議長より、平成 18 年度収支決算報告と、各項目についての説明があった。 
平成 18 年度収支決算は承認された。 
 
 

３． 平成 19 年度事業計画 
 
中井議長より、本年度の事業計画の説明があった。 
年会は、12 月 17 日～19 日お台場で開催する。本年は GIW と分かれ、学会独自の開催となる。 
研究会の活動においては、新たにアグリバイオインフォマティクス研究会が発足することとなり、既に評

議員会での承認を得ている。 
地域部会は昨年度通りの活動を予定している。 
夏の学校は 8 月 6 日～8 日桐生での開催が決定しており、現在参加者を募集中である。 
 
 

４． 平成 19 年度予算案 
 
中井議長より、本年度の予算案の説明があった。 
研究会･地域部会への予算を各会 25 万円としたこと、BICERT と年会への予算をつけたことが例年と違う

点である。 
平成 19 年度予算案は承認された。 
 
 

５． その他 
 
本総会は、合同研究会と同日に開催されたが、合同研究会に参加しなかった機能ゲノミクス研究会の坊農

主査より活動の紹介があった。 
 

以上。 
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